
平成２８年度　新潟市立図書館指標別評価シート 【豊栄図書館・松浜図書館】

区分 H26実績 H27実績 H28実績 前年度比

資料購入費：決算数値（千円） 18,532 17,659 15,049 0.85

蔵書点数（点）：図書・ＡＶ 240,780 244,268 244,906 1.00 ３　大変評価する。 66.7%

個人の貸出点数（点）：雑誌・ＡＶ含む 365,299 371,028 355,099 0.96 ２　ある程度評価する。 33.3%

個人の登録者数（人） 14,002 13,148 13,092 1.00 １　評価できない。 0.0%

（内新規登録者数） 1,476 1,625 1,547 0.95

図
書
館
運
営

基本的サービス 自己評価

資料購入費が減額される傾向が近年続いている。今後も憂慮されるところであ
る。購入資料の厳選、除籍資料の選択を丁寧に行いたい。蔵書点数は概ね横這
いとなった。
入館者数は、平成27年度までは豊栄図書館のみカウントしていた。平成28年度
途中から松浜図書館にも入館者数カウンターが設置され、平成28年度実績は豊
栄と松浜の合算値になっている。豊栄図書館単独で見ると平成28年度入館者数
は、197，138人となっており貸出点数とともに約５％減となった。原因としては人口
減に加え、平成28年7月に新発田市立図書館（イクネス）が新設されたことで豊栄
図書館に来ていた利用者が流失したことも考えられる。新しい図書館が完成する
と初年度に大幅に増加し、数年かけて漸減する傾向があり、数年影響があること
が予想されるが、それを言い訳にすることなく入館者数、貸出点数の増加に努め
たい

外部評価

図書館運営全体

○予算の制約や環境の変化の中で、多彩な活動を展開している。職員の積極的な
取組姿勢と努力は評価に値する。
○今後予算の減額が予想されるが、これ以上図書（教育）関係予算を減額してはい
けない。北区の利用登録者のうち、新潟市民を何％とするか、具体的に目標を立て
て取組むことが必要である。
○新発田市立図書館の新設は少なからず影響があると思う。資料購入費の減額は
とても残念である。
○予算削減のなか、図書館を愛する人が増え、様々な活用を楽しめるようになると良
い。
○予算削減のなか、実績向上のため努力されていると思う。
○予算の減額傾向であっても、工夫しながら良く維持されていると思う。
○タブレットでの読書等、時代の流れについても検討し、対応策を考えていく必要が
ある。

評価指標

シート№２

入館者数（人） 206,320 207,074 258,661 1.25

区分 H26実績 H27実績 H28目標 H28実績 自己評点 H29目標

ネットワークを生かした「課題解決型図書館」 自己評価

レファレンス件数（件）
　※資料の所蔵調査を含む

8,700 8,288 8,300 8,778 3 8,800 88.9%

個人予約件数（件） 43,368 46,749 47,000 50,518 3 51,000 11.1%

ビジネス支援サービス相談受付件数（件） - - - - - - 0.0%

特色ある地域づくりに寄与する「分権型図書館」 自己評価

郷土・行政資料の蔵書冊数（冊） 11,023 11,299 11,300 11,680 3 11,700

郷土・行政資料の貸出冊数（冊） 3,647 3,903 4,000 3,914 1 4,000 55.6%
公共機関が作成した事業概要パンフレットなど引き続き郷
土資料の収集に努めた。貸出は目標に届かなかったが、郷

外部評価

外部評価

○利便性の向上が図られたことにより、利用の拡大が達成できた。ＰＲ活動の継続を
願う。
○携帯からの予約は本当に便利で助かっていると聞いている。
○実績は伸びている。対応も大変だと思うが利用拡大につながるので、今後も継続し
てほしい。
○利用拡大に努めていただきたい。
○レファレンスにすぐ対応できるように、受付に図書館職員がいるのがよいと思う。必
ず待たされて、返答をもらうのは面倒である。

○郷土資料の利用は地味な分野であるが、定着していくことに意義がある。今後もＰ
Ｒの努力を望む。公民館との連携、協力は継続して取り組んで頂きたい。
○どの地区にどんな資料があるのかを整理する、又はむかし話の本などのまとめを
していく。
○目標を達成され職員の努力を感じる アピールについては引き続き工夫して目標

３　大変評価する。

たい。

評価指標

レファレンス件数、個人予約件数とともに増加した。携帯・ス
マホ・パソコンから簡単に予約や貸出延長ができ大変便利
なのでさらにＰＲに努めて利用拡大を図りたい。

３　大変評価する。

２　ある程度評価する。

１　評価できない。

評価（次年度への展開）

後期 新規

職員の派遣人数（延人数）
　※子ども読書推進以外の派遣

1 0 1 0 1 1 44.4%

公民館等との連携・協力事業数（件）
　※子ども読書推進以外の事業

2 5 6 6 2 6 0.0%

子どもの読書活動を推進する「学・社・民融合型図書館」 自己評価

児童書の貸出冊数（冊） 94,524 97,583 98,000 94,465 1 98,000

小・中・高等学校への団体貸出冊数（冊） 7,907 9,686 9,700 8,741 1 9,000 66.7%

子ども・親子対象事業の参加者数（延人数） 2,619 2,324 2,450 2,379 1 2,450 33.3%

職場体験受入人数（人） 22 17 20 17 1 20 0.0%

職員の派遣人数（延人数）
　※子ども読書推進に関わる派遣

10 14 14 9 1 10

公民館等との連携・協力事業数（件）
※子ども読書推進に関わる事業

0 0 1 0 1 1

土資料の収集に努めた。貸出は目標に届かなかったが、郷
土資料の棚の存在をアピールするなど工夫していきたい。
公民館との連携については、職員の派遣や図書資料の提
供を行い目標を達成した。

○子どもの人口減の中での数字なので、目標未達成はやむを得ない面があるが、地
域の学校図書館との連携や支援の成果ととらえることもできるので、引き続き努力を
お願いしたい。
○「読書」する時間・場所など内容も含め、よく見てあげることが必要。
○北区は学校の読み聞かせなどが定着しているので、他の地区より児童の利用が
多いと思う。
○自校図書館の充実と共に市立図書館の貸出数が減少しているが、習慣化を図る
活動での成果がでてきている。
○学校への働きかけの機会を積極的に作ってほしい。
○上手な活用の仕方例などを「たより」に載せて、アピールしていってほしい。
○学校図書館の充実とは別に、やはり地域の図書館に幼い頃から親しみを持っても
らいたい。子どもが気軽に足を運べるような工夫をしてほしい。

外部評価

○目標を達成され職員の努力を感じる。アピールについては引き続き工夫して目標
を決めて取り組んでいただきたい。
○郷土資料を収集することは、その土地の図書館の大事な役割だと思う。
○将来の大きな財産になっていくと思われる。地道な取り組みをお願いしたい。
○郷土資料等をもっと積極的にPRすべきだと思う。学校の先生などももっと利用して
もらいたいと思う。

３　大変評価する。

２　ある程度評価する。

１　評価できない。

２　ある程度評価する。

１　評価できない。

施
策
・
事
業

（
各
図
書
館

）

児童数・生徒数の減少の中でブックスタート事業で読み聞
かせの習慣化を図るなどの結果、児童書の貸出冊数は一
定の成果を上げていると思われる。
小中高等学校への団体貸出冊数が減少しているが、学校
図書館が、団体貸出で利用した図書を積極的に購入したこ
とで自校図書館で必要な図書を準備できるようになったた
めと思われる。学校司書への働きかけのみならず学校長や
教職員にも働きかけて行きたい。

後期 新規

後期 新規

後期 新規

後期 新規

後期 変更

※子ども読書推進に関わる事業
0 0 1 0 1 1

市民参画と協働を推進する「パートナーシップ型図書館」 自己評価

図書館ボランティア活動者数（延人数） 480 428 430 336 1 350

ボランティア団体交流会参加者数（延人数） 4 10 10 2 1 10 77.8%

利用者の意見を把握する機会の設定（回） 2
（協議会2回）

2
（協議会2回）

2 2 2 2 22.2%

共催・協働事業の実施件数（件） － 16 16 17 3 17 0.0%

効率的・効果的な運営（職員） 自己評価

66.7%

33.3%

0.0%

※「自己評点」欄の数値について ・・・・・ ３：目標値を上回って達成 ２：目標どおり達成 １：目標値を下回った

○ボランティアとの活発な協働は、今後もぜひ力を入れて取り組んでいただきたい。
○読み聞かせを通して「平和」の尊さを知ることは、どれほど後の人生の滋養となる
かはかり知れない。ボランティア活動して下さる方に感謝する。
○ボランティアの人数も減ってしまって、図書館事業になかなか協力できない事もあ
るが、講座などはぜひ続けてほしい。
○目標を達成するため養成講座のステップアップを行い、質の向上を目指しているこ
とはよいことだ。
○例年通りでなく、前進している取り組みがよい。
○図書館外でのボランティアの意見も取り入れる体制を作って欲しい。

○今後もスキルアップに努め、親しまれ、頼りにされる魅力ある図書館運営に力を発
揮してほしい。
○博物館の展示資料の見学、または北区の見学ツアーなども試みると良い。
○たくさんの研修会に出るためには内部がどうなるかを考えながら研鑽していってほ
しい。
○今後も継続していってほしい。

外部評価

外部評価

３　大変評価する。

２　ある程度評価する。

１　評価できない。

３　大変評価する。

２　ある程度評価する。

１　評価できない。

41 3 30
職員のスキルアップを図るため歴史資料の研修会など積極
的に研修に参加した。

研修参加職員数（延人数） 24 20 18

ボランティア団体と図書館で共催で実施した事業は目標を
達成できた。また、読み聞かせボランティア養成講座ステッ
プアップ編を実施するなどレベルアップを図った。
ボランティア活動者数（延人数）の減少は、「おはなしの勉強
会」が学校に出向いての活動をカウントしなくなったためで
あり、ほぼ目標どおりの活動者数であった。

後期 変更

※「自己評点」欄の数値について ３：目標値を上回って達成 ２：目標どおり達成 １：目標値を下回った


